ESDリーフレット 「持続可能な開発のための教育（ESD）」はこれからの世界の合い言葉　みんなで取り組むESD！ : 持続可能な社会づくりを目指した取組に向けて by 教育課程研究センター

ＥＳＤとは何か？ 



































初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）より   






    Ⅰ 多様性・・・いろいろある 
    Ⅱ 相互性・・・関わり合っている 
    Ⅲ 有限性・・・限りがある 
    Ⅳ 公平性・・・一人一人大切に 
    Ⅴ 連携性・・・力を合わせて 
    Ⅵ 責任性・・・役割や責任を持って      など 
 ❶ 批判的に考える力 
 ❷ 未来像を予測して計画を立てる力 
 ❸ 多面的，総合的に考える力 
 ❹ コミュニケーションを行う力 
 ❺ 他者と協力する態度 
 ❻ つながりを尊重する態度 














































































         自然・文化・社会・経済は，起源・性質・状態などが異なる多種多様な事物（ものごと）から
成り立ち，それらの中では多種多様な現象（出来事）が起きていること 
Ⅰ 多様性  
         自然・文化・社会・経済は，互いに働き掛け合い，それらの中では物質やエネルギーが移
動・循環したり，情報が伝達・流通したりしていること 
Ⅱ 相互性 
         自然・文化・社会・経済は，有限の環境要因や資源（物質やエネルギー）に支えられながら，
不可逆的に変化していること 
Ⅲ 有限性 
         持続可能な社会は，基本的な権利の保障や自然等からの恩恵の享受などが，地域や世代
を渡って公平・公正・平等であることを基盤にしていること 
Ⅳ 公平性 
         持続可能な社会は，多様な主体が将来像に対する責任あるビジョンを持ち，それに向かっ
て変容・変革することにより構築されること 
Ⅵ責任性 









































































Ｂ 人の「つながり」 Ｃ 能力・態度の「つながり」 
指導を進める上での留意事項 
教科間で連携した教材開発の工夫 
 広島大学附属福山中・高等学校では，ＥＳＤに関連するテーマとして，「資源・エネル
ギー」「環境・防災」「安全・健康」「国際化・グローバル化」「地域・文化」「安全・健
康」を設定し，各教科の特性に合わせて深く学習しています。「３つのつながり」に留意し，
家庭科と理科の共同による「リサイクル」についての教材，理科と社会科の共同による「新エ
ネルギーの利用」についての教材など，教科間で連携した教材開発や，生徒同士の相互評価を
取り入れた協働学習，生徒が課題を設定し探究する活動など，カリキュラム全体で実践を進め，
自然科学・人文科学・社会科学の各領域のつながりを持った複眼的・多面的な思考力の育成に
力を入れています。 
 特に，すぐに答えが出ない課題や唯一の解がない課題に対して批判的に考える力（クリティ
カルシンキング）の育成に重点をおき，その力を意識させるための問い掛けを全教員で共有し
て授業に臨んでいます。こうした取組の積み重ねを通じて，課題に対して複眼的に分析し議論
することができる能力を育んでいます。 
批判的思考力を育む授業での問い掛け（例） 
 
・不確かな前提になっていないか？ 
・隠れた前提はないか？ 
・論理の飛躍はないか？ 
・軽率な一般化はないか？ 
・不適切なサンプリングはないか？ 
・他の可能性（対立仮説）はないか？ 
広島大学附属福山中・高等学校の取組 
 
 
国立教育研究所プロジェクト研究「学校における持続可能な発展のための教育（ESD）に関する研究」の報告書等については、
http://www.nier.go.jp/04_kenkyu_annai/div08-katei.html からご覧下さい。 
探究活動「風力発電」 
 

